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会 議 録 

会 議 名 
令和６年度第５回東松山市地域福祉計画策定委員会・東松山市地域

福祉活動計画策定委員会 合同会議 

開 催 日 時 令和７年２月４日（火） 
開 会 午後１時５５分 

閉 会 午後３時 

開 催 場 所 東松山市総合会館３階３０４会議室 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

⑴第三次東松山市地域福祉計画の策定について 

⑵第三次東松山市地域福祉活動計画の策定について 

４ その他 

５ 閉会 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数     １人 

非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

参加者出欠状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 稲葉一洋 出席 委員 福田千賀雄 出席 

委員 戸森健治 出席 委員 須藤博一 欠席 

委員 松永政子 出席 委員 金杉明 出席 

委員 髙谷あすか 出席 委員 浅岡倫子 出席 

委員 奥村一彦 出席 委員 田嶋靖洋 出席 

健康福祉部 次長 山口勉 社会福祉課長   荻野裕 

社会福祉課副課長 忽滑谷陽一 社会福祉課主査  福島朋和 

東松山市社会福祉協議会 

次長 澤井太二郎 

東松山市社会福祉協議会 

地域福祉課副課長 内藤高子 

東松山市社会福祉協議会 

地域福祉課係長 神田満紀子 
 

様式第３号（第８条関係） 
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一財）日本開発構想研究所 

都市・地域研究部担当部長  

長島有公子 

一財）日本開発構想研究所 

研究員 大橋俊平 

次   第 顛               末 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

荻野課長 

 

 

 

 

荻野課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荻野課長 

 

 

 

 

忽滑谷副課長 

 

荻野課長 

（事務局開会宣言） 

 

 

会議の開催にあたり、稲葉委員長より挨拶をいただきたいと思い

ます。 

 

― 稲葉委員長挨拶 ― 

 

ありがとうございました。それでは、委員の出席状況等について、ご

報告申し上げます。本日は１０名のうち、出席委員数は９名となってお

ります。従いまして、東松山市地域福祉計画策定委員会条例及び地域福

祉活動計画策定委員会設置規程第６条第２項の規定による定足数に達

しておりますので、本会議は成立いたしましたことをご報告申し上げま

す。 

また、本会議の会議録の作成に当たり、出席委員２名に署名をお願い

したいと存じます。名簿順ということで、本日の会議録につきましては 

金杉委員と髙谷委員にお願いいたしたいと存じますが、いかがでしょう

か。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、金杉委員と髙谷委員は、後日、会議録に御署名をお願いい

たします。 

 議事に入る前に、配布資料の確認をさせていただきます。事務局より

確認をお願いします。 

 

 ― 事務局説明 ― 

 

それでは、議事に移らせていただきます。議事につきましては、策定
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稲葉委員長 

 

 

 

 

 

 

忽滑谷副課長 

 

稲葉委員長 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

３ 議題 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会条例により、委員長が議長を務めることとなっておりますので、

稲葉委員長にお願いいたします。 

なお、議事録作成の都合がございますので、ご発言の際は氏名を名乗

っていただいてからのご発言をお願いいたします。 

稲葉委員長よろしくお願いいたします。 

 

しばらくの間、議長を務めさせていただきます。 

議事に入る前に確認事項がございます。東松山市審議会等の会議の公

開に関する要綱では、公開・非公開の決定を会に諮って決めることとな

っております。公開の場合、傍聴希望者がいらっしゃれば、傍聴いただ

くことになります。 

事務局にお聞きします。本日、傍聴希望者はいらっしゃいますか。 

 

傍聴希望者は１人です。 

 

傍聴を許可することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

それでは、傍聴の許可をします。事務局は、申込みをいただいた方を

入室させてください。それでは、本日の会議を公開とし、議事に移りま

す。 

 

本日の議事は２件です。 

（１）第三次東松山市地域福祉計画の策定について 

（２）第三次東松山市地域福祉活動計画の策定についてです。 

昨年度から審議してきました策定委員会も本日が計画策定の最後の 

委員会となります。前回の会議後、計画案を公表して市民の方々から意

見をいただくパブリックコメントを実施し、いくつか意見があったよう

です。 

議事（１）第三次東松山市地域福祉計画の策定についてについて、事

務局より説明をお願いします。 

 

（１）第三次東松山市地域福祉計画の策定について 
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忽滑谷副課長 

福島主査 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－パブリックコメントの意見とそれに対する市の考えについて説明－ 

－第三次地域福祉計画案について説明－ 

 

事務局から説明がありました。パブリックコメントは２件あり、市の

考え方としては、いずれも修正は、ないということです。 

１件目、２２ページについて、東松山市社会福祉協議会の各支部で実

施している行事が掲載されています。この点について何かありますでし

ょうか。 

これは社協の地域福祉活動計画の文言と同じ文言を行政の地域福祉

計画でも掲載しているということです。私が気になったところがありま

す。このパブリックコメント、の５行の説明を含めて、つまり社会福祉

協議会とは何かということです。社会福祉法に基づいた組織であるとい

うことを書いた後に、東松山市の社会福祉協議会では、この委員会でも

周知のとおりですが、７つの地区をもって支部社協の活動をしていま

す。全市的に活動を展開するだけではなくて、なるべく住民に近い組織

として、東松山市では地区社協を設けており、その紹介の後に各支部の

令和５年度の７つの支部の主要事業が掲載されています。 

社会福祉協議会の歴史を見みますと、いかにこのイベントや行事型の

社協から抜け出して、住民の活動をきちんと地域の中で進めていくよう

な社協を目指すべきかが問われてきたところです。 

ここで指摘されたことは、趣旨においては当たっていると考えており

ます。実は、社協の地域福祉活動計画では、住民の地域での取組、活動

を示すものとして、各地区の現状や課題、地域社協の取組を整理して、

今後の方向性はこういう形に進んでいこう、こういうふうな取組をして

いくという形で整理されています。 

行政の方の計画では、地区の取組を具体的に示しているものは、ない

ため、イベント型の取組しか行っていないと受け止められかねない。そ

ういった面で、懸念は指摘されています。 

委員会として受け止めるべきであると考えていますが、今回は最後の

委員会ということもあります。詳細は、地域福祉活動計画の地区別プラ

ンをご覧いただきたいという内容のことを追加すべきではないかと考

えております。つまり、イベントだけではない、住民の取組への働きか

けを社協としても行い、地区や支部社協においてもそういう取組をして

いるのだということを、行政の地域計画の中でも言える形にしておくと
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戸森委員 

 

 

 

稲葉委員長 

 

髙谷委員 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会 

澤井次長 

 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

松永委員 

 

 

福田委員 

 

 

 

 

 

浅岡委員 

いうことが大切なことだろうと思いましたけが、いかがでしょうか。 

 

このパブリックコメントの意見は、かなり社協のことを良く知ってい

る方からだと思います。計画の中では、そこまで細かく掲載する必要は

ないと思いますが、なかなか鋭い意見だと思います。 

 

他の委員の皆様はいかがでしょうか。 

 

私も、社協をよく知っている人だろうなというような感じは受けまし

た。福祉計画の２２ページ、委員長がおっしゃるとおり、詳細について

は活動計画の地域別を参照してくださいと言った時に、例えば大岡地区

のフェスティバル、行事の３つは、活動計画の中には盛り込まれている

のでしょうか、いないのでしょうか。 

 

地区別プランにつきましては、主に地域の課題を地域住民が抽出して

それを解決するためにということで、各地区３点くらい地区の課題を挙

げて、その解決に向けてどうやって取り組むかということが主な記載内

容となっていますので、個別の事業等についての記載はしておりませ

ん。 

 

地域の活動に取り組んでいることが、福祉計画から見てとれないとい

うのはもったいないですし、他の地域に誤解を与えることもなきにしも

あらずと思いますが、他にいかがでしょうか。 

 

各地区がそれぞれ計画を立てて行っているようですが、やはり人口の

激減などで活動や参加する人数が減っているような感じもします。 

 

一つ目については、この意見の通りだなと思います。また、委員長の

おっしゃっていたのもその通りだと思います。意見の中で、項目の訂正

もしくは削除が必要であるとありますが、私はそこまでではないかなと

思います。これはこれで実際にやっている事業ですので、掲載した方が

よいと思います。 

 

まず市民の方々が安心して取り組まれているということを知ってい
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田嶋委員 

 

 

 

 

 

奥村委員 

 

 

 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金杉委員 

 

 

 

 

 

 

ただくためにも、社会福祉協議会の活動計画を見られるようにしたらい

いのかなと思います。 

 

最初の題目が「地域福祉を支える福祉の活動状況」というような題目

ですので、事業は事業として記載していただくことはこれでよいかと思

います。その他にも各支部で活動の状況は、地域福祉活動計画の方に記

載がございますので、そちらの記載も入れて誘導していくのがよいかと

思います。 

 

社会福祉協議会の各支部の活動を主な事業として記載させていただ

いていますが、地区別プランはそもそもイコールではないので、地区社

協の事業と同列に扱うことなく注釈をするのであれば、そこに誤解を招

くような記載はしないでいただきたいと思います。要は、この活動計画

の中の地区別プランが社協支部ですよ、ということではないので、誤解

を招かないように注意していただければと思います。 

 

地区社協が組織的に取り組んだものではない。地区別の計画ではあり

ますが、誤解が生じないような形で表記してまいりたい。今までの御意

見を聞いていますと、地区別のプランには行事は書かれていない。そう

しますとここのところはこのまま令和５年度の場合と事業を掲載して

おく。それに追加する形で、地区で取り組んでいる取り組みのところ、

地区別プランで取り組んでいる活動部分については地区別プランで参

照してほしいと加える。加える文章は２、３行程度ぐらいのものでしょ

うか。そこで住民の活動の取組についての記載があるので参照願いたい

というのをここに入れるということで、具体的な文言については事務局

の方に一任していただくということでよろしいでしょうか。 

 

私は松山支部で社協の活動をしています。同時に、松山地区の住民で

もあります。地域福祉ということを、東松山市でどういう形で皆さんに

理解していただくかがとても大事です。その地域に住んでいても、東松

山市民としては他の地域が気になる部分もあると思います。 

活動の実践者として、地域性ということを理解して欲しいという思い

があります。同時に、やはり全体では何をやっているのかを知りたいと

いう市民も数多くいると思っています。地域の人たちが、どういうこと



7 
 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田委員 

 

忽滑谷副課長 

 

稲葉委員長 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

社会福祉協議会 

澤井次長 

 

田嶋委員 

 

 

を東松山市や市民、あるいは社協が行っているのかを知らせていくこと

になるので、大事に扱っていただきたいと思っています。 

 

パブリックコメントの意見ついては、事務局と私の方で相談させてい

ただくということでよろしいでしょうか。 

 

― 委員の同意 ― 

 

二つ目の意見については、第９期の介護保険事業計画や高齢者保健福

祉計画や、若年性認知症の認知症ガイドブックに書かれています。居場

所づくりの促進とか、切れ目のない支援、障害者福祉所管担当との連携

などの記述が行われています。個別の分野のことについては各分野別の

計画をご覧いただきたいということで、修正なしということで、よろし

いでしょうか。 

 

― 委員の同意 ― 

 

パブリックコメントの意見の公表は、どのように行うのでしょうか。 

 

市のホームページにて公表します。 

 

事務局から三点、留意点があります。 

市長の挨拶、用語集も追加される予定で、あとは文章や文言の微修正

を事務局で行います。 

 

それでは、（２）第三次東松山市地域福祉活動計画の策定について、

事務局から説明をお願いします。 

 

－ 事務局から説明 － 

 

 

パブリックコメント後に修正した計画内容の箇所について詳しく教

えてください。 
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社会福祉協議会 

澤井次長 

 

 

 

戸森委員 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

  浅岡委員 

 

 

 

 

 

 

忽滑谷副課長 

 

稲葉委員長 

 

 

浅岡委員 

 

 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

戸森委員 

６２ページ大岡地区についての文言を一部削除、６３ページ各取組の

役割部分を修正、６８ページ高坂地区の現状と課題部分の文章の修正、

７４ページ高坂丘陵地区については、現状と課題、今後の方向性、主な

取組を全体的にわかりやすい表現に変更しました。 

 

高坂丘陵地区については、分かりやすい言葉に変えるということを協

力しながら修正しました。内容は変更せず、誰でもわかるような言葉に

修正しました。 

 

地区別プランについて、読みにくいという意見がありましたので、修

正したことにより読みやすくなったのではないでしょうか。 

 

１１ページの東松山市の現状分析（１）①の５行目にある「１５～６

４歳の生産年齢人口は」というところで「埼玉県・全国を上回っていま

す」と書かれていますが、下に書かれている人口ピラミッドの図を見る

と数字が下回っているように見えます。もう一つ下の「１５歳未満の人

口は」の部分では「１１．４％となり、埼玉県・全国を下回り」とあり

ますが数字だけ見ると横ばいか上回っているかに見えます。 

 

数字を再確認し、間違いがあれば修正します。 

 

これはデータを確認して正しいほうに合わせて修正するという形で、

お任せいただければと思います。 

 

地域福祉計画の１９ページ③幼稚園・保育園の状況の中の真ん中より

下の部分に書いてあり「中学校生徒数は令和５年には２，３８６人で２．

２％減少しています」とありますが右下の表を見ると令和５年度２，３

８６人で一番数値が高くなっていますので、合わせて確認していただき

たい。 

 

社協の活動計画においても同様に文言等についての修正は一任願い

ます。 

 

第三次東松山市地域福祉計画の１ページ目の、「３年連続で住みよさ
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荻野課長 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

稲葉委員長 

 

 

 

 

 

４ その他 

荻野課長 

 

忽滑谷副課長 

 

５ 閉会 

荻野課長 

 

 

 

ランキング」という言葉を、市長をはじめ挨拶の中でよく言っています

が、一位になってまちづくりを続けているわけではありません。まちづ

くりをした結果、民間からも評価していただいたという言葉が正しいの

ではないでしょうか。「住みたい、働きたい、訪れたい」まちとして市

が取り組んだ結果、このような評価を頂いた、というのが良いのではな

いでしょうか。東洋経済新報社が評価して３年連続して一位になったと

言っていますが、本来は市がまちづくりを進めたことに評価をいただい

た、ということをしっかり記載した方が良いと思います。 

 

戸森委員の言う通り、取組結果として、後からついてきているという

部分の表記に変更します。 

 

事務局で文言を一任し、並び順を変えるということとします。 

以上で地域福祉計画案、地域福祉活動計画案として承認してよろしい

でしょうか。 

 

－ 委員の同意 － 

 

ありがとうございます。それでは本計画案を承認します。 

第三次計画は４月からスタートしますが事務局では一部文言の修正

があります。計画は作ること自体に意味があることではなく、作ること

により地域がどう変わっていくのか、様々な課題の解決になる力になる

のか、そういう計画になるよう期待していいます。 

 

 

続きまして、４その他について、事務局からご説明します。 

 

－ 令和７年度の策定委員会について － 

 

 

最後に、閉会の挨拶を山口次長にお願いします。 

 

－ 山口次長挨拶 － 

 



10 
 

（事務局閉会宣言） 

 

上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

令和７年３月５日    署名委員  金杉  明     

 

            署名委員  髙谷 あすか    


